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土

佐

光

信

の
文

芸

活

動

―
―
陽
明
文
庫
蔵

「
三
十
首
」
歌
と
連
歌
―
―

は

じ

め

に

土
佐
派
を
代
表
す
る
室
町
後
期
の
大
和
絵
作
家
土
佐
光
信
は
、文
明
元
年
２

四
六
九
）
右
近
将
監
絵
所
預
に
補
任
、
延
徳
二
年

（
一
四
九
〇
）
刑
部
少
輔
、

明
応
五
年

（
一
四
九
六
）
に
は
刑
部
大
輔
と
な
る
。
彼
の
偉
大
な
画
業
績
は
当

時
の
公
卿
日
記
等
に
記
さ
れ
、
肖
像
画
家
と
し
て
、
ま
た
「北
野
天
神
縁
起
絵
」

や

「清
水
寺
縁
起
絵
」
な
ど
絵
巻
制
作
者
と
し
て
の
輝
か
し
い
足
跡
も
伺

え

る
。
記
録
に
は
見
え
な
い
も
の
の
、
旧
町
田
家
本

「洛
中
洛
外
図
屏
風
」
の
原

嘲
碁
け
翻
購
は
嚇
疑
］
嘲
〔
硫
い
州
継
卸
計

の 「は
蹴

と 一
麟
圃
ユ
潮
“
嚇
物

ど
、

一
方
土
佐
光
信
は
、
甘
露
寺
元
長

・
三
条
西
実
隆

。
中
御
門
宣
胤
な
ど
当
時

の
貴
紳
た
ち
と
の
交
流
の
中
に
あ

っ
て
、
文
芸
活
動
こ
と
に
連
歌
活
動
を
盛
に

行

っ
て
い
る
。
そ
の
記
録
は
当
時
の
月
次
連
歌
会
な
ど
に
展
々
見
出
せ
る
も
の

一月一ぁ一一抑』のノ、研『日究一［一『の初の一器一］一てれ『一警『』一一『中一」一

ま
り
光
信
の
文
芸
活
動
は
永
正
年
間
、
そ
れ
も
十
年
か
ら
十
七
年
ま
で
の
約
七

岩

崎

佳

枝

２蝶
鋤
甕
誦
幹
甕
証
登
転
続
再
雄
舞
姓葬

礎穐
一縄
趾
距
計
』
嘲
鷲
場
』
〓歌蘇
鷲
把
慶̈

綱回帰議の「に一哺絆轍黎粗崎」な』咄常の名前が見えるのである。

内なれ』̈
力ヽ資嘲喩喘は「れ昴れには「はい文っ凱潮姉胸脚嘲よ。罐剛̈

鴻】』獣織な壊嘲腱い』ヽ
わな場』げ林力ヽ稿つでｍ財紳靡鋤罐用開け綬

『罐潮呻漏臓押はい０″痢％文芸活動を和歌史・連歌史の上に位置

『実
隆
公
記
』
延
徳
三
年

（
一
四
九

一
）
三
月
二
十
四
日
の
条
に
次
の
記
載

が
見
え
る
。
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〔A〕 嘔 十首」部分 (陽明文庫蔵)

web公開に際し、画像は省略しました



十
四
月
薇
天
晴
、
早
朝
向
宗
祗
庵
、
是
兼
日
招
引
也
、
人
丸
像
新
図

肥
維

炒
節
毅
鵬
請
箋
ざ
継
一嘔
預
籍
烈
論

供
養
舟
首
歌
講
之
、
来
会
之
象
中
御
門
新

大
納
言
、
下
官
、
滋
野
井
中
納
言
、
中
納
言
入
道
、
題
者
、
冷
泉
前
中
納

言
、
姉
小
路
前
宰
相
、
稚
俊
朝
臣
、
其
外
数
輩
在
之
、
講
師
行
二
、
読
師

予
、
発
声
中
納
言
入
道
、
紳
鳩
遁
講
希
披
講
了
、
羞
斎
食
、
々
々
以
後
政
盃

巡
流
、
頗
酪
酎
帰
宅
。

続
い
て十

五
日
辞
天
晴
、
〈
略
Ｙ
不
祗
法
師
称
昨
日
札
来
。

と
あ
る
。
実
隆
ら
は
延
徳
三
年
三
月
二
十
四
日
宗
祗
庵
で
の
人
丸
像
新
図
供
養

に
三
十
首
を
講
し
た
の
で
あ
る
。
割
書
に
よ
る
と
、
も
と
信
実
描
く
と
こ
ろ
の

人
丸
像
を
今
回
新
し
く
土
佐
刑
部
少
輔
光
信
に
模
写
さ
せ
、
讃
に
は
定
家
の
自

筆
色
紙

（山
鳥
ノ
尾
ノ
歌
）
を
押
す
と
あ
る
。

延
徳

。
明
応
の
頃
は
歌
壇
も
昂
揚
期

・
隆
盛
期
と
は
い
え
な
い
も
の
の
、
月

轍嘲』し。耐雌地潮れ】籠鋤期一漱社時期麿。か惨嘲
「法罐極裂供（法課『疇

けい一嚇一一〔一でる（（一一̈”一帖中一け［『物̈峙［轟中］一̈い

筆
す
べ
き
も
の
で
あ

っ
た
の
か
、
実
隆
は
こ
の
日
の
模
様
を
詳
し
く
記
し
て
い

た
の
で
あ
る
。

当
記
録
は
す
で
に
丼
上
宗
雄
氏
も
注
目
し

『中
世
歌
壇
史
の
研
究
　
室
町
後

脚
絆
“
鰤

「
角

靖
↑
は

年
（
も

話
躊
輛
罐
制
¨
劃
潮
せ
」
（
ヽ
は

力ヽ 言
け

『 さ
れ
諄
喋
鰤
政

っ
て
詠
者
の
一
部
は
判
明
し
て
い
る
も
の
の
、
披
講
さ
れ
た
三
十
首
と
は
ど
ん

な
歌
で
あ

っ
た
の
か
、
残
り
の
詠
者
た
ち
は
如
何
な
る
人
々
で
あ

っ
た
の
か
、

実
際
の
作
品
は
今
日
ま
で
明
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
実
は
こ
の
三
十
首
は

陽
明
文
庫

（所
架
番
号
七
七
五
七

一
）
に
蔵
さ
れ
て
い
て
、
縦
二
八

・
五
糎
、

全
長

一
〇
五
・
五
糎
、
裏
面
左
端
上
部
に

「
三
十
首
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

歌
題

・
詠
者
は
そ
れ
ぞ
れ

一
行
に
記
さ
れ
歌
数
は
全
三
十
首
、
用
紙
は
薄
手
の

緒
紙
、
未
表
装
仮
巻
の
状
態
で
保
存
さ
れ
、
巻
末
に

「延
徳
三
年
三
月
二
十
四

日
於
種
玉
庵

一
座
」
と
あ
る
。
紛
う
べ
く
も
な
く

『実
隆
公
記
』
に
記
す
と
こ

ろ
の

「人
丸
像
新
図
供
養
三
十
首
歌
」

（仮
題
）
で
あ
る
。

（写
真
Ａ
）

「
三
十
首
」
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る

（便
宜
上
全
歌
に

一
連
番
号
田
か
ら
⑩

を
施
す
）。春

天
象
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一楽
軒
宋
世

０
あ
か
ね
さ
す
日
の
た
て
貫
に
を
る
衣
を
の
れ
そ
め
い
た
す
春
霞
哉

夏
天
象
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
木
殿
宗
網

②
　
け
ふ
い
く
か
空
と
ち
は
て
ヽ
五
月
雨
の
は
れ
ま
雲
ま
も
見
え
ぬ
比
哉

秋
天
象
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
条
殿
西
賞
隆

０
あ
さ
霧
の
あ
は
れ
そ
遠
く
の
こ
り
け
る
月
に
あ
か
し
の
名
を
は
と
め
て
も

冬
天
象
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
滋
井
殿
教
国

０
ま
か
へ
見
し
落
葉
の
霜
も
有
明
の
空
も
日
影
に
た
へ
ぬ
色
か
な

恋
天
象
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冷
泉
殿
政
為

同
い
く
め
く
り
あ
は
て
ふ
る
身
の
一
と
せ
を
ま
も
れ
る
星
も
空
に
こ
と
は
れ

春
地
儀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
姉
小
路
殿
基
綱

０
底
ふ
か
き
い
は
み
の
海
を
硯
に
て
か
く
と
も
つ
き
し
春
の
気
色
は

０
声

力ヽ 夏
け 〃
て ″
な
か
め
し
藤
の
花
の
色
は
噸
鵜
時
岬
嘲
囀

ふ
た
こ
の
浦
波

秋

″
〃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夢
庵
肖
柏

８
こ
れ
も
世
の
心
ノ
ヽ
よ
し
つ
か
な
る
月
は
た
か
津
の
秋
の
岩
波



冬

″
″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
二

０
あ
か
し
か
た
明
ゆ
く
雪
に
は
の
ノ
ヽ
と
嶋
見
え
そ
む
る
波
の
う
へ
か
な

恋

″
″　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一楽
軒

⑩
う
き
に
の
み
な
か
る
ゝ
ち
よ
を

一
夜
川
袖
に
せ
め
て
の
し
か
ら
み
も
か
な

高
　
春
居
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
種
玉
宗
祗

回
色

〃
に
世
や
春
な
ら
し
山
ふ
か
み
霞
は
か
り
の
宿
の
ひ
か
り
を

夏

〃
″　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
みホ
柏

圏
ね
や
の
う
ち
に
風
ふ
き
と
を
せ
け
ふ
の
日
のあ
つさ
わ
ダ
枕ゝ
た
に
せ
ん

秋

″
″　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盛
郷
波
ヽ
伯
部
兵
庫
助

０
秋
ふ
か
き
や
と
に
そ
う
か
ふ
此
こ
ろ
の
あ
か
つ
き
つ
ゆ
に
い
に
し
へ
の
空

冬
″
″　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秀
興
結
城
三
郎

囮こ材″の″とに夕の山はいつ一なく用試姜わに経遭跡怖のかせ

的
此
く
れ
と
契
を
き
て
し
槙
の
戸
に
こ
ゝ
ろ
さ
は
か
す
松
風
の
声

春
植
物
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宗
功
寺
井
伯
者
入
道

ｍ
花
な
れ
や
夕
を
色
に
き
え
や
ら
て
嵐
に
か
ゝ
る
山
の
は
の
雲

夏
″
″　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
姉
小
路
殿

田
ひ
ま
も
な
き
池
の
は
ち
す
葉
玉
ち
り
て
水
に
雨
聞
音
の
涼
し
さ

秋
″
″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玄
清

ｍ
吹
か
ら
に
や
ま
と
に
は
あ
ら
ぬ
く
れ
な
ゐ
や
も
ろ
こ
し
よ
り
の
木
ゝ
の
秋

風
冬

″
〃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
木
殿

り
ま
き
ひ
は
ら
み
と
り
に
染
て
冬
か
れ
の
檎
を
よ
そ
に
ふ
る
時
雨
哉

恋

〃
″　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
占ホ
作

側
我
に
う
き
人
の
む
か
し
や
わ
す
れ
草
た
ね
と
り
そ
め
し
今
の
た
め
と
て

春
動
物
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飛
鳥
井
殿

ω
お
ち
く
る
も
あ
か
る
も
見
え
す
夕
ひ
は
り
ふ
か
き
霞
の
野
へ
に
鳴
也

夏

″
″　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ホ́
益

囲
ほ
と
ヽ
き
す
我
し
の
ひ
音
を
忘
れ
て
や
た
れ
も
ね
ぬ
夜
の
月
に
な
く
ら
ん

匹
ね
嘲

そ ″
な 〃
く
こ
よ
ひ
い
つ
く
の
遠
妻
」
議
卿

か
へ
て
鹿
の
ふ
す
覧

冬
″
″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
純

囲
深
ぬ
ま
の
嵐
の
程
は
中
ノ
ヽ
に
月
よ
り
さ
ひ
し
を
し
の
鳴
声

恋

″
〃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
種
玉

的人隷最率おたしからすは春の駒動物」やと猶そヽひきみん

口
お
さ
ま
れ
る
世
の
春
な
れ
や
こ
と
わ
さ
の
ふ
る
き
を
う
つ
す
風
の
姿
は

夏
″
″　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
二

ｍ
宿
こ
と
に
ふ
く
て
も
か
く
や
た
ゆ
か
ら
ん
か
る
も
ひ
ま
な
き
沼
の
あ
や
め

を
離
よ
嘲

の 〃
山 ″
桜
を
雲
と
見
し
人
も
秋
の
粘
疇
制

や
猶
お
も
ひ
け
ん

の
が
へ 冬
る ″
）

き
空
と
見
る
ら
し
あ
は
れ
鶴
赫

雪
の
夕
を
あ
ま
の
つ
り
舟

側
し
翻

し ″
な ″
き
御
抜
も
さ
そ
な
お
も
ひ
た
機
卸

力ヽ 殿
み
な
か
み
の
う
け
ぬ
物
と

て
延
徳
三
年
三
月
十
四
日
於
種
玉
庵

一
座

詠
者
は
二
楽
軒
宋
世

・
松
木
宗
綱

。
三
条
西
実
隆

。
滋
野
井
教
国

。
冷
泉
政
　
”



為

・
姉
小
敢
基
綱

・
飛
鳥
井
雅
俊
等
公
卿
歌
人
七
名
、
夢
庵
肖
柏

・
行
二

（
二

階
堂
判
官
入
道
）
・
種
玉
宗
祗

・
宗
柏

・
盛
郷

（波
々
伯
部
兵
庫
助
Ｙ
秀
興
（結

城
三
郎
）
。
光
信

（土
佐
刑
部
少
輔
）
。
宗
功

（寺
井
伯
者
入
道
Ｙ
玄
清
・宗
作
。

宗
益

。
正
純
等
連
歌
師

・
武
家
歌
人

・
法
体
歌
人
、
そ
れ
に
絵
師
が
加
わ
り
計

短

縮
証
講

）
「
確

菱

）
。 に
は
嚇
霧
¨
継
設
魏

Ⅷ
輯

納 人

一璃

酬

（雅
康
）
・
冷
泉
前
中
納
言
（政
為
）
。
姉
小
路
前
宰
相
（基
綱
）
。
雅
俊
朝
臣
）
七

名
の
み
記
さ
れ
、
あ
と
の
詠
者
名
は

「其
外
数
輩
」
と
し
て
省
略
さ
れ

て

い

る
。
詠
題
は
天
象

・
地
儀

・
居
所

。
植
物

・
動
物

。
人
事
の
そ
れ
ぞ
れ
に
春

・

夏

・
秋

。
冬

・
恋
を
冠
し
た
部
位
と
な
り
三
十
題
で
あ
る
。

「
三
十
首
」
は
飛

鳥
井
家
の
長
老
雅
康
の
詠
歌
で
始
ま
り
実
隆
の
歌
で
終
る
。
雅
康
の
み
が
三
首

詠
じ
、
他
の
公
卿
は
各
二
首
、
連
歌
師
で
は
肖
柏

・
宗
祗
の
み
が
各
二
首
、
武

家
歌
人
入
道
行
二
も
二
首
、
後
の
詠
者
は
各

一
首
ず
つ
で
あ
る
。
高
点
は
種
玉

庵
で
の
影
供
を
考
慮
し
た
た
め
か
宗
祗
と
な
り
、
飛
鳥
井
雅
俊

。
二
楽
軒

。
冷

泉
政
為
が
次
点
に
、
下
点
は
夢
庵
肖
柏
の
詠
歌
と
な
る
。

次
に

「
三
十
首
」
よ
り
人
麿
に
因
む
と
思
わ
れ
る
歌
を
挙
げ
よ
う
。

０
あ
さ
霧
の
あ
は
れ
そ
遠
く
の
こ
り
け
る
月
に
あ
か
し
の
名
を
は
と
め
て
も

（実
隆
）

０
底
ふ
か
き
い
は
み
の
海
を
硯
に
て
か
く
と
も
つ
き
し
春
の
気
色
は（基

綱
）

０
夏
か
け
て
な
か
め
し
藤
の
花
の
色
は
な
を
世
に
に
は
ふ
た
こ
の
浦
波（雅

俊
）

０
あ
か
し
か
た
明
ゆ
く
雪
に
は
の
ノ
ヽ
と
嶋
見
え
そ
む
る
波
の
う
へ
か
な

（行
二
）

田
秋
ふ
か
き
や
と
に
そ
う
か
ふ
此
こ
ろ
の
あ
か
つ
き
つ
ゆ
に
い
に
し
へ
の
空

（盛
郷
）

田
よ
し
の
山
桜
を
雲
と
見
し
人
も
秋
の
あ
は
れ
や
猶
お
も
ひ
け
ん

（政
為
）

右
の
六
首
は
万
葉
集

・
古
今
和
歌
集

・
拾
遺
和
歌
集
等
に
見
え
る
人
麿
歌

・

漱
濠
稀
】
¨
勧

補
（
人

酪
」
脚
』
燎
〔
¨
望
思
わ
れ
る
。
参
考
ま
で
に
典
拠
と
推
測

２

陽
明
文
庫
蔵

「
三
十
首
」
に
は
延
徳

・
明
応
期
の
代
表
的
な
歌
人
た
ち
の
詠

歌
が
見
え
る
。
し
か
も
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
作
品
が
殆
ど
で
あ
る
。
三

条
西
実
隆
の

「秋
天
象
」

（あ
さ
霧
の
）
、
「恋
人
事
」

（じ
る
し
な
き
）
の
歌

に
し
て
も

『
再
昌
草
』
『
雪
玉
集
』
に
は
収
め
ら
れ
て
い
ず
、
冷
泉
政
為
の
「恋

天
象
」
（
い
く
め
く
り
）、
「秋
人
事
」
（よ
し
の
山
）
の
歌
も

『碧
玉
集
』
に
記

録
さ
れ
て
い
な
い
。
他
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
特
に
注
目
し
た
い
の
は
宗

祗
と
土
佐
光
信
で
あ
る
。
両
人
は
今
回
の
御
影
供
の
実
質
上
の
主
人
公

で
あ

り
、
連
歌
界

。
画
壇
と
い
う
異
な

っ
た
世
界
で
活
躍
し
て
い
た
人
で
あ
る
。
そ

の
両
者
が
同
席
し
て
、
し
か
も
連
歌
な
ら
ぬ
和
歌
を
詠
じ
あ

っ
た
の
は
興
味
あ

る
こ
と
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
彼
ら
は
如
何
な
る
歌
を
詠
じ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
如
何
な
る
和
歌
活
動

・
文
芸
活
動
を
展
開
し
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

延
徳
三
年
三
月
二
十
四
日
、
種
玉
庵
に
お
け
る
土
佐
光
信
の
歌
は

的

（恋
居
所
）
此
く
れ
と
契
を
き
て
し
槙
の
戸
に
こ
ゝ
ろ
さ
は
か
す
松
風
の

声

右
の
一
首
で
あ
る
。
彼
の
詠
風
等
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
ま
た
宗
祗
の
供
養

歌
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
り
、
本
稿
で
は
光
信
の
和
歌

・
連
歌
活
動
を
中
心
に



述
べ
る
。

文
明
元
年
に
右
近
将
監

・
絵
所
預
に
任
じ
ら
れ
た
大
和
絵
代
表
作
家
土
佐
光

鮮
が
「
駆

『
連

畑
勲
鶴

画
（
ん

既
」
報
鳳
四
耕
¨
』
蜘
鰤
嘲
い
れ
ヽ
商
曖
け

る 『蹴
詢
厠

の
土
佐
派
の
研
究
、
こ
と
に
光
信
の
生
涯
、
お
よ
び
画
業
等
に
つ
い
て
は

『
日

本
絵
巻
物
全
集
５
』
に
吉
田
友
之
氏
の
詳
細
な
解
説
が
土
佐
派
の
年
譜
と
と
も

に
附
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
吉
田
氏
は
、
国
文
学
界
で
は
殆
ど
注
目
さ
れ
る

こ
と
の
な
か
っ
た
光
信
の
連
歌
活
動
に
つ
い
て
も
触
れ
、
次
の
よ
う
に
記
し
て

お
ら
れ
る
。

永
正
十
五
年

（
一
五
一
人
）
七
月
の
二
十
日
、
四
条
隆
永
亭
で
月
次
連

歌
会
が
催
さ
れ
た
。
恒
例
十
六
日
の
月
次
会
が
延
引
さ
れ
て
、
こ
の
日
に

な

っ
た
。
中
御
門
宣
胤

。
宣
秀
父
子
、
甘
露
寺
元
長
、
広
橋
守
光
、
勧
修

寺
尚
顕
、
持
明
院
基
春
、
山
科
言
綱
な
ど
の
い
つ
も
の
顔
ぶ
れ
に
、
定
衆

で
は
な
い
が
当
時
第

一
の
連
歌
の
上
手
と
い
わ
れ
た
玄
清
の
姿
も

み
え

る
。
頭
役
は
光
信
朝
臣
、
絵
所
預
土
佐
光
信
晩
年
の
い
ま
ひ
と
つ
の
顔
で

あ
る
。
中
御
門
宣
胤
は
こ
の
日
の
日
記
に
、

蝶
の
行
園
生
や
花
の
秋
の
草

光
信
朝
臣

と
連
歌
師
光
信
の
発
句
を
書
き
と
め
て
い
る
。

甘
露
寺
元
長
が
、
永
正
十
年

（
一
五
一
三
）
四
月
八
日
、
彼
の
主
宰
し

た
連
歌
に
光
信
の
名
を
記
し
て
以
後
、
毎
月
十
六
日
の
中
御
門
宣
胤
ら
と

の
月
次
会
、
二
十
五
日
の
山
科
言
綱
亭
で
の
月
次
連
歌
会
に
彼
は
定
衆
の

一
人
と
し
て
文
献
に
現
わ
れ
る
。
絵
師
の
連
歌
と
い
え
ば
能
阿
弥
を
お
も

う
の
で
あ
る
が
、
光
信
も
永
正
年
間

（
一
五
〇
四
―
二
一
）
に
は
ず
い
ぶ

ん
と
連
歌
に
心
を
ひ
か
れ
た
ら
し
い
。
そ
れ
は
よ
う
や
く
老
境
に
は
い
っ

た
彼
の
遊
芸
三
味
の
生
活
で
あ

っ
た
。
そ
の
連
歌
を
介
し
て
、
三
条
西
実

隆
、
中
御
門
宣
胤
、
甘
露
寺
元
長
な
ど
当
時
の
結
紳
と
の
懇
意
な
交
友
か

ら
、
や
が
て
光
信
最
晩
年
の

「清
水
寺
縁
起
絵
」

（図
３。
）
が
生
ま
れ
た

と
み
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。

右
の
ご
と
く
、
吉
田
氏
は

『宣
胤
卿
記
』
永
正
十
五
年
七
月
二
十
日
の
条
に

あ
る
四
条
隆
永
邸
で
の
月
次
連
歌
会
で
頭
役
を
務
め
た
光
信
の
発
句
を
紹
介
し

て
い
る
。
そ
し
て
彼
の
連
歌
活
動
は
そ
れ
よ
り
約
五
年
前
の
永
正
十
年

（
一
五

歌 一
」
げ
翻
［
〔
脚
勧
應
螂
き
¨

・ 連
制
に
“
商
肇
Ⅷ
阻
紺

。 で
は

桂
「

〔
獅
鰤
綺
ビ
艶

招
之
、
予
発
句
、な
け
や
こ
の
待
夜
の
か
す
に
郭
公
　
乗
燭
之
後
事
了
各
分
散
」

と
い
う
）
が
最
初
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

「土
佐
派
年
譜
」
永
年
十
年

の
項
に
も

「
四
月
　
光
信
　
一九
長
邸
の
連
歌
会
に
加
わ
る

（元
長
卿
記
）
。」
と

さ
れ
、
そ
れ
以
前
の
光
信
関
係
連
歌
記
録
は
見
え
て
い
な
い
。
つ
ま
り
吉
田
氏

は
永
年
十
年

（
一
五
一
三
）
四
月
八
日
の
記
録
を
も

っ
て
光
信
連
歌
活
動
の
最

初
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
永
正
十
年
よ
り
遡
る
こ
と
四
十
八
年
即
ち
寛
正
六
年
盆

四
六
五
）

耐
唯
割
針
］
岬
詢
耐
嘲
縁

も 「鰤
利
「
獨
け
は
耐
瞳
陣
潮
疇

「 の
詳
鰤
赫
赫
剌
ぼ
坤

し
波
も
な
し
」
、
脇
句
は
元
説
の

「汀
は
雪
の
う
す
き
朝
か
け
」
で
あ
る
。光
信

は
初
ウ
ラ
６
句
日
と
名
残
ウ
ラ
８
句
目
つ
ま
り
挙
句
の
二
句
を
付
け
て
い
る
。

そ
の
句
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

聯檄雄便っ飩輌「議け隷して

翅碑華漱動中裁』』鋼いぅし
頼

宣

光

信

通
（賢
）

光
（信
）

"



（句
上
）

勝
元

一
句
　
行
助
十

一　
一万
説
七
　
占ホ
祗
十
　
賢
盛
十
二

具
忠
五
　
通
賢
八
　
世
縁
七
　
心
敬
十
三
　
弥
太
郎

一

専
順
十
三
　
頼
宣
六
　
常
安
四
　
光
信
二

十
四
年
十
月
か
ら
永
正
十
七
年
七
月
二
十
五
日
ま
で
の
約
二
年
九
箇
月
、
計
十

三
回
の
月
次
連
歌
に
光
信
の
名
前
が
見
え
る
。
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
甘
露
寺

・

中
御
門

・
山
科
等
公
卿
の
邸
宅
で
催
さ
れ
て
い
る
。
光
信
の
名
前
は

「絵
所
光

信
朝
臣
」
「光
信
朝
臣
」
「土
佐
光
信
朝
臣
」
「絵
所
土
左
光
信
朝
臣
」
「土
佐
刑

部
大
輔
」
等
呼
称
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
永
正
十
五
年
七
月
二
十
日
の
四
条
隆

永
邸
、
永
正
十
六
年
十
二
月
十
六
日
の
中
御
門
宣
胤
邸
、
永
正
十
六
年
四
月
二

十
五
日

・
翌
十
七
年
七
月
二
十
五
日
の
山
科
言
継
邸
で
の
月
次
連
歌
会
で
は
頭

役
を
務
め
、
自
ら
発
句
を
詠
ず
る
な
ど
光
信
晩
年
の
連
歌
活
動
は
よ
り
顕
著
で

あ

っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
連
歌
師
と
し
て
の
技
価
は
、
若
く
し
て
連
歌

式
目
を
も
承
知
し
て
い
た
ら
し
く
、
寛
正
六
年

（
一
四
六
五
）
十
二
月
十
四
日

の
何
船
百
韻
に
は
名
残
の
ウ
ラ
８
句
目
挙
句
を
吟
じ
て
い
る
。
こ
の
時
既
に
執

筆
を
務
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
記
録
に
見
え
る
限
り
、
彼
の
連
歌
活
動
は
、

文
明
以
前

。
長
享

。
明
応
期
は
主
と
し
て
武
家
お
よ
び
連
歌
師
サ
ー
ク
ル
の
中

で
の
活
躍
で
あ

っ
た
の
に
対
し
、
永
正
に
入
る
と
専
ら
公
卿
邸
で
の
月
次
連
歌

会
に
移
り
、
定
衆
の
一
員
と
し
て
迎
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
土
佐
派
の
代
表
的

奥
絵
師
と
し
て
の
地
位
と
名
声
の
一
端
が
伺
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
光
信
の
連
歌
活
動
は
、
管
見
に
入
る
と
こ
ろ
で
は
寛
正
六
年
十

二
月
十
四
日
の
連
歌
会
が
最
初
と
い
え
よ
う
。
で
は
下
限
は
い
つ
で
あ

っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
果
し
て

『
二
水
記
』
永
正
十
七
年
七
月
二
十
五
日

（午
刻
向
山
科

亭
月
次
会
常
如
土
佐
頭
人
也
）
の
記
録
が
最
後
の
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ

の
問
題
は
光
信
の
没
年
時
に
も
か
か
わ
る
重
要
な
事
項
で
あ
る
。

下期晰「雌剛嬌は跡副”が神％。しかし江戸時代末に著された
『地

光
信
光
弘
男
　
右
近
衛
将
監
　
刑
部
少
輔

明
応
四
年
正
月
十
八
日
　
叙
正
五
位
下
四
十
二
歳

明
応
五
年
十
二
月
五
日
　
任
刑
部
大
輔

明
応
十
年
二
月
九
日
　
　
叙
従
四
位
下
四
十
六
歳

年

月

口Ｈ
　
　
　
　
　
卒
九
十
余
歳

こ
れ
に
よ
る
と
、
光
信
は
明
応
四
年
四
十
二
歳
、
明
応
十
年
に
は
四
十
八
歳
、

没
年
は
天
文
十
二
年
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た

『扶
桑
名
画
伝
』
に
は

正 「岬
［
摩
輛
嘲
鋳
痢
鈷
雄
叫
）

『
其

静
』
は
「
『
い

「
ず

ｒ
い
碁
鳴
嘲
は
一
ホ
迎
Ｐ
犠

五
月
十
日
光
信
卒
ス
、九
十
二
思
ひ
よ
る
日
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
天
文
十
二
年
以

綺
哺
毅

詳
（
大

餓
％
疇
嘲

「
と

“
一一 一軸

康
動
“

マ 。
は
縦

ノ、 七
好
ユ
劃
断
膵
繰
量

輔
『卸

諄
様

ス
サ
ミ
ニ
堂
上
ノ
ウ
ヤ
ノ
ヽ
シ
キ
ヨ
リ
田
家
ノ
フ
ツ
ヽ
カ
ナ
ル
様
、
岩
木
ノ
タ

ヽ
ズ
マ
ヒ
遣
水
ノ
メ
イ
ホ
ク
之
初
リ
テ
末
々
ニ
ナ
ガ
レ
、
予
ガ
如
キ
拙
キ
マ
デ

之
ヲ
モ
ト
ヽ
ス
云
々
卜
、
傍

ハ
ラ
連
歌
フ
好
ミ
宗
祗

二
従
テ
学
ブ
。
大
永
五
年
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五
月
十
日
歿
ス
。
年
九
十
二
」
と

『古
画
備
考
』
の
大
永
五
年
説
を
踏
襲
し
て

ぃ
』

力、 。
し
谷
信

一
氏
は

『室
町
時
代
美
術
史
論
』
で
光
信
の
九
十
二
歳
没
説
は

肯
定
す
る
と
し
て
、
没
年
に
つ
い
て
は
両
説
と
も
否
定
さ
れ
、
そ
の
理
由
を
次

の
よ
う
に
記
し
て
お
ら
れ
る
。

〈
略
Ｙ
」れ
は
明
ら
か
に
誤
診
で
あ
る
。
そ
れ
は
大
永
三
年
十
二
月
に
は
既

に
そ
の
子
光
茂
が
左
近
将
監
で
絵
所
預
を
占
め
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
も

つ
と
も
、
こ
の
場
合
は
光
信
が
老
齢
の
故
に
隠
退
し
た
と
考

へ
ら
れ
な
い

こ
と
も
な
い
が
、
大
永
二
年
正
月
十
九
日
に
光
茂
が
父
に
代
つ
て
甘
露
寺

元
長
邸
に
於
る
私
的
な
会
合
に
出
て
ゐ
る
こ
と
は
、
併
せ
て
、
こ
の
大
永

二
年
正
月
に
は
、
既
に
光
信
は
他
界
し
て
ゐ
る
も
の
と
み
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
〈
略
〉
要
す
る
に
光
信
は
永
二
十
八
年
正
月
十
二
日
か
ら
翌
大
永
二
年

正
月
十
九
日
ま
で
の
間
に
他
行
せ
る
も
の
と
考

へ
ら
れ
、
更
に
簡
単
に
云

え
ば
永
正
十
八
年
に
没
し
た
と
認
定
し
て
も
大
過
な
い
で
あ

ら
う
と
思

ふ
。

現
在
土
佐
派
研
究
に
お
い
て
、
光
信
の
没
年
は
ほ
ぼ
こ
の
谷
氏
説
が
受
け
継

が
れ
吉
田
氏
も
前
述
の

『
日
本
絵
巻
物
全
集
５
』
に

「永
正
十
八
年
の
三
月
か

ら
七
月
の
間
か
、
翌
大
永
二
年

（
一
五
二
二
）
四
月
か
ら
十
二
月
の
あ
い
だ
に
、

光
信
は
か
な
り
の
高
齢
で
没
し
た
、
と
推
測
す
る
ほ
か
は
な
い
の
で
あ
る
。」
と

記
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
没
年
は
と
も
か
く
、
光
信
の
連
歌
活
動
の
下
限
を
示
す
記
録
が
あ

る
。
そ
れ
は
大
阪
天
満
官
に
蔵
さ
れ
て
い
る
二
本
の
写
本
で
あ
る
。　
一
本
は
表

題
に

「連
歌
千
二
百
句
」

（文
化
十
年
八
月
写
　
甲
本
と
す
る
）

一
本
は

「連

歌
十
巻
」

（江
戸
末
期
の
写
　
乙
本
と
す
る
）
と
あ
る
。
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で

あ
る
が
、
乙
本
は
発
句
の
作
者

「梅
」
の
横
に
朱
筆
で

「近
衛
植
家
公
」
と
記

さ
れ
、
句
上
が
附
さ
れ
て
い
る
。
題
は

「何
人
百
韻
」
で
、
年
号
は

「大
永
五

年
九
月
十

一
日
」
と
あ
る
。
じ
つ
は
こ
の
連
歌
会
に
光
信
の
名
前
が
見
え
る
の

で
あ
る
。
大
永
五
年

（
一
五
二
五
）
九
月
二
十

一
日
と
い
え
ば

『古
画
備
考
』

れ
五、り‐‐
年、崎
五、千
月、虎
十、（日、一
没 ノ、
経
嘉
［

さ 一
嚇
¨
」
置
い
獅
報
れ
な

。
「思
ひ
よ
る
日
」
の
大

梅

（近
衛
植
家

一
五
〇
二
―

一
五
六
六
）
の
発
句
で
始
ま
る
連
歌
会
は
次
の

よ
う
で
あ
る
。
（甲
本
を
用
い
て
光
信
関
連
句
の
み
掲
げ
る
。
句
上
は
乙
本
を
用

い
る

（写
真
Ｂ
参
照
と
。

大
永
五
年
九
月
十

一
日

何
人

義
認
を
も
隔
て
ぬ
菊
の籐
か
な

（級
鋼
の山
の庭
の松
か
枝

（脚
ビ
射
入
野
へのゆ
く
末

そ
こ
と
な
く
袖
ふ
り
は
ゆ
る
誰
な
ら
ん

し
の
ひ
つ
ゝ
う
き
中
み
ち
の
問
さ
し
て

（孵
だ
が
き
ね
の
よ
も
き
ふ
の
露

ゆ
く
水
も
氷
る
斗
の
朝
明
に

（を
だ
が
月
の
か
け
の涼
し
さ

影
細
き
雲
間
の
峯
の
有
明
に

（́
“
ド
ひ
更
る
古
寺
の
秋

物
思
ふ
た
れ
身
を
か
く
す
ら
ん

（粋ノ
“
る
は
い
つれ
と
聞
ん
百
千
鳥

梅
をホ
　
長

時

茂

光

信

（珠
）
易

（光
）
信

（親
）
高

（光
）
信

（材
）
重

（光
）
信

（保
）
悟

（光
）
信



句梅（̈
¨
一

六輸
榊
蒙

六
（光断
商
七
（宗職
継
れ
（鵜
豹
庫　
籟
脚
〓　
嘲
晟

六
連
歌
師
宗
長
を
は
じ
め
若
干
二
十
五
歳
の
近
衛
家
の
当
主
植
家
と
駿
河
今
川

氏
の
被
官
関
口
氏
兼
等
と
の
交
流
記
録
以
後
、
光
信
の
連
歌
活
動
は
管
見
に
は

入
ら
な
い
。
参
考
ま
で
に
、
土
佐
光
信
の
和
歌

・
連
歌
活
動
を

一
覧
表
に
示
す
。

便
宜
上
上
欄
に
０
か
ら
”
ま
で
の
番
号
を
施
し
、
活
動
年
時

・
賦
物

・
句
数

ｏ

発
句
作
者

。
事
項
の
順
に
記
す
。

光
信
執
筆

何
船
２
　
勝
元
　
連
歌
会
　
広
大
他

能
野
法
楽
千
句

何
路
１
　
賢
秀
　
連
歌
会
　
群
類

何
路
　
　
ルホ
伊
　
連
歌
会
　
熱
田
神
宮

一
鮮
人
　
　
政
一万
　
猷
師
熱
吉

熱
田
神
宮

何
船
８
　
ルホ
祗
　
連
歌
会
　
天
理

何
人
１２
　
をホ
祗
　
連
歌
会
　
天
満

於
種
玉
庵

朝
何
９
　
とホ
祗
　
連
歌
会
　
旧
福
井

何
路
５
　
占ホ
祗
　
連
歌
会
　
天
満
他

人
麿
供
養

恋
居
所
１
　
光
信
　
歌
会
　
陽
明

於
桜
井
宅

何
路
８
　
占ホ
祗
　
連
歌
会
　
天
満

０
寛
正
六

。
一
二
。
一
四

②

（文
正
元

。
四
以
前
）

０
文
明

一
七

・
三

・
二
七

０
文
明

一
七

・
三
。
□
□

同
文
明

一
八

・
三

・
二
七

０

（文
明
年
間
）

０
長
享
二
。
四

。
□
□

０
長
享
二
・
四

。
二
五

０
延
徳
三
。
三

。
二
四

⑩
明
応
五

・
八

・
五

回
明
応
九
・七
上

一
以
前
醐
珈

田
永
正
四
ｏ
四

ｏ
二
七
　
　
‐５‐‐

回
永
正

一
〇

・
四

・
八

　

‐５‐３

ｍ
永
正

一
四
・閏

一
〇
二

六
酬

ｍ
永
正

一
四

。
一
一
。
三
ハ
Ⅲ

帥
永
正

一
四

℃
〓六
一日
司
赳
　
厨

田
永
正

一
五

・
正

。
一
六
　
‐５‐８

ｍΨ
水
Ｔ
〓

五

一
す
一
「
コ
劃
）

　
‐５‐８

側
永
正

一
五
・
四

。
二
六
　
‐５‐８

例
永
正

一
五

・
五

。
一
六
　
団

回
永
正

一
五
・
六

。
一
六

②
永
正
一
五
一爆
「
コ
∞

何
路
　
　
宗
祗

片
何
８
　
占ホ
仲

（不
明
）

元
長

（不
明
）

一百
綱

山
何
　
　
宣
胤

（不
明
）

何
船

（不
明
）

（不
明
）

何
人

団
　
何
船
　
　
広
橋

団

（不
明
）

光
信

団

（不
明
）

広
橋

馳
　
（不
明
）
（不
明
）

1496卸l M88 1438(翻 )1486 1485 1485mtt M∞

勧 宣 金 宣 元
黄 胤 吾 胤 長

ｍ
明
応
五
・
八
。
一
五
　
　
螂
　
山
何
７
　
兼
載

連
歌
会
　
　
　
天
理

於
天
王
寺

連
歌
会
　
　
　
一ス
大
他

連
歌
会
　
　
　
天
満

甘
露
寺
邸

月
次
連
歌
会
　
一万
長
卿
記

山
科
邸

月
次
連
歌
会
　

旦́
胤
卿
記

中
御
門
邸

月
次
連
歌
会
　
宣
胤
卿
記

甘
露
寺
邸

月
次
連
歌
会
　
占旦
胤
卿
記

中
御
門
邸

月
次
連
歌
会
　

旦́
胤
卿
記

資
定
邸

月
次
連
歌
会
　
宣
胤
卿
記

中
御
門
邸

月
次
連
歌
会
　
宣
胤
卿
記

勧
修
寺
邸

月
次
連
歌
会
　
一旦
胤
卿
記

山
科
邸

月
次
連
歌
会
　

旦́
胤
卿
記

四
条
邸

・
光
信
頭
役

月
次
連
歌
会
　
宣
胤
卿
記

山
科
邸

月
次
連
歌
会
　
宣
胤
卿
記

中
御
門
邸

・
光
信
頭
役

月
次
連
歌
会
　
宣
胤
卿
記

四
永

正

一
六

・
四

・

簡
永

正

一
六

。
六

・



ｍ
永
正

一
六

。
一
二
。
一
六
団
　
何
船
５
　
宣
胤
　
形
賦
酵
経
鉄
　

国
会

囲
永
正

一
六

。
四

。
二
五
　
‐５‐９

（不
明
）
（不
明
）
川
婦
鄭

歌．
鏡
信

覇
毅

記

側
永
正

一
七

・
七

・
二
五
　
脚
　
（不
明
）
（不
明
）
別
翻
鄭

歌．
鏡
信

靱
超

記

の
大
永
五
。
九

。
二
一　
　
団
　
何
人
５
　
植
家
　
連
歌
会
　
　
　
天
満

※
右
表
の
う
ち
、　
０
０
ｍ
は
江
藤
保
定
著

『宗
祗
の
研
究
』、　
９
０
も
同
じ
く
江
藤
保
定

著

『宗
祗
連
歌
作
品
拾
遺
』
に
、
②
は
『続
群
書
類
従
』
に
翻
刻
、
０
０
０
０
０
０
０

の
は
木
藤
才
蔵
著

「連
歌
史
論
考
下
」

（連
歌
史
年
表
）
に
連
歌
会
月
日
・
賦
物
・
作

者
名
の
み
記
さ
れ
て
い
る
が
句
の
内
容
は
未
紹
介
で
あ
る
。
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
大

阪
天
満
宮
・
国
文
学
研
究
資
料
館
そ
の
他
の
ご
厚
意
に
よ
り
全
容
を
調
査
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
光
信
連
歌
作
品
研
究
と
し
て
稿
を
改
め
発
表
す
る
予
定
で
あ
る
。

右
の
表
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
光
信
の
文
芸
活
動
は
寛
正
六
年

（
一
四

六
五
）
に
始
ま
り
、
大
永
五
年

（
一
五
二
五
）
ま
で
約
六
十
年
の
長
期
間
に
わ

た
る
。
連
歌
を
嗜
ん
だ
光
信
は
、
そ
の
間
当
然
和
歌
の
詠
作
も
試
み
た
と
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し

「人
麿
新
図
供
養
三
十
首
」
を
除
き
、
彼
の
作
品
は
現
在
の

と
こ
ろ
知
ら
れ
て
い
な
い
。

最
後
に
光
信
の

「人
麿
新
図
供
養
三
十
首
」
の
和
歌
に
つ
い
て
述
べ
る
。
彼

の
和
歌
は

「
三
十
首
」
中
程
十
五
番
目
に
あ
る
。

恋
居
所
　
　
　
　
　
光
信
土
左
刑
部
大
輔

此
く
れ
と
契
を
き
て
し
槙
の
戸
に
こ
ゝ
ろ
さ
は
か
す
松
風
の
声

一
見
、
詠
風
は
凡
庸
で
新
鮮

さ
を
欠
き
独
創
性
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
ま
た

「恋
」
の
歌
の
せ
い
か
、
絵
師
と
し
て
の
美
意
識

・
美
的
構
成
と
い
っ
た
も
の

も
そ
れ
程
見
出
せ
な
い
。
翁
居
所
」
に
ま
つ
わ
る

「槙
の
戸
」
や

「松
風
」
の

松
な
ど
に
多
少
垣
間
見
る
こ
と
は
で
き
よ
う
。）
じ
つ
は
こ
の
一
首
は
初
旬
か
ら

五
句
目
ま
で
の
語
彙
は
す
べ
て
勅
撰
集
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

此
く
れ
と
　
　
　
　
続
後
撰
鰤

（此
く
れ
と
頼
め
し
人
は
ま
て
ど
こ
ず
は

つ
か
の
月
の
さ
し
昇
る
ま
で
）
ｏ
続
千
載

契
を
き
て
し
　

　

後
撰
７９３

（千
代

へ
む
と
契
置
き
て
し
姫
松
の
ね
ざ
し

と
め
て
し
宿
は
忘
れ
じ
）
。
新
古
今

。
新
勅
撰
・続
後

拾
遺

。
（日
記
）

槙
の
戸
に
　
　
　
　
新
古
今
囲

（君
ま
つ
と
閏
へ
も
い
ら
ぬ
樹
倒
司
目
痛

く
な
ふ
け
そ
山
の
端
の
月
）

ｏ
新
勅
撰

。
続
後
撰

。

風
雅

・
新
続
古

。
（日
記
）

こ
こ
ろ
さ
は
か
す
　
後
拾
遺
観

（
こ
ひ
し
さ
も
忘
れ
や
は
す
る
中
々
に
剣

さ
わ
が
す
志
賀
の
う
ら
波
）
。
（物
語
）

松
風
の
声

　
　
　
新
古
今

‐２０‐

（
ぃ
か
ゞ
ふ
く
身
に
し
む
色
の
変
る
か
な

た
の
む
る
暮
の
松
風
の
声
）
。
王
葉

・
続
後
拾
遺
。新

続
古

。
新
葉

詠
題
を

「恋
居
所
」
と
し
な
が
ら
も
語
句
に
つ
い
て
は
古
歌
に
添
い
、
内
容

に
関
し
て
も
想
い
を
自
由
に
巡
ら
し
深
い
情
趣
を
盛
り
込
ん
だ
詠
作
と
も
云
い

難
い
。
し
か
し
反
面
、
光
信
が
和
歌
に
精
通
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
、
文
学

的
教
養
の
深
さ
を
物
語

っ
て
い
る
と
は
云
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
、　
一
首

で
は
詠
風
を
云
々
す
る
こ
と
は
危
険
で
は
あ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
光
信
の
和

歌
資
料
は

「人
麿
像
新
図
供
養
三
十
首
」
中
の
右
の
一
首
の
み
に
止
る
の
で
あ

スリ。



お
わ
り
に

一
っ
輔
一
ぼ
紐
勤
母
稀
徹
躙
囃

宗
（
六

縣
で （あ 一
翻
霧
耐
箸
赫
ら
は
打
悧
杵

連
（歌 一

は
た 一

ち
と
の
連
歌
会
で
の
活
躍
、
永
正

一
〇
年

（
一
五
一
三
）
か
ら
大
永
五
年

（
一

五
二
五
）
の
永
正
か
ら
大
永
に
か
け
て
は
、
公
卿
た
ち
に
混

っ
て
月
次
連
歌
会

に
出
席
の
跡
が
伺
え
る
。
そ
し
て
今
回
、
通
算
約
六
十
年
の
連
歌
活
動
の
中
程

に
当
る
延
徳
三
年

（
一
四
九

一
）
に
和
歌
詠
作
の
記
録
が
見
出
さ
れ
た
の
で
あ

る
。

「人
麿
像
新
図
供
養
三
十
首
」
の
記
録
は
、
光
信
と
公
卿
た
ち
と
の
文
芸

活
動
が
延
徳
三
年
に
は
す
で
に
始
ま

っ
て
い
た
こ
と
を
も
物
語
る
。

光
信
の
文
芸
活
動
期
間
を
大
幅
に
延
長
さ
せ
、
没
年
時
を
更
新
さ
せ
る
こ
と

に
な
る
大
阪
天
満
官
蔵
大
永
五
年
九
月
二
十

一
日
の
連
歌
会
の
記
録
、
な
ら
び

に
陽
明
文
庫
蔵

「
三
十
首
」
は
、
と
も
に
和
歌

・
連
歌
研
究
資
料
と
し
て
室
町

後
期
歌
書
目
稿
に
、
ま
た
土
佐
派
研
究
と
し
て
土
佐
光
信
年
譜
に
記
録
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
重
要
な
項
目
と
い
え
よ
う
。

補
注

（１
）

吉
田
友
之
氏
編
著

『
日
本
絵
巻
物
全
集
５
』

「土
佐
光
信
―
―
京
中
新
図
の
屏

風
一
双
―
―
」
（昭
和
五
四
・
八
　
集
英
社
）
「七
十
一
番
職
人
歌
合
」

（東
京
国
立

財
ダ
鶉
咆
κ
沐
靴薇
鮨
Ｌ
午具
呻

（２
）

注
（１
）
に
同
じ
、
「土
佐
光
信
―
―
土
佐
派
の
転
機
―
―
」

（３
）

谷
信

一
氏
著

『室
町
時
代
美
術
史
論
』

「土
佐
光
信
」

（昭
和

一
八
・
四
　
東

京
堂
）

（４
）

寛
正
六
年
十
二
月
十
四
日
何
船
百
韻

（広
島
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵
）
に
光
信

の
二
句
あ
り

（江
藤
保
定
氏
著

『宗
祗
の
研
究
』
―
―
資
料
編
宗
祗
百
韻

・
千
句
連

歌
集
―
―
に
収
録
）。

（５
）大
永
五
年
九
月
二
十

一
日
何
人
百
韻

（大
阪
天
満
官
蔵
）

（６
）

藤
原
敦
光

「柿
本
影
供
記
」

（群
書
類
従
巻
第
二
人
三
第

一
六
輯
）

（７
）

山
田
昭
全
氏
稿

「柿
本
人
麿
影
供
の
成
立
と
展
開
―
―
仏
教
と
文
学
と
の
接
触

に
視
点
を
置
い
て
―
―
」
令
大
正
大
学
研
究
紀
要
』
第
五
一
輯
　
昭
四
一
・
三
）

（８
）

注
（７
）
に
同
じ

（９
）

吉
田
友
之
氏
編
著

『
日
本
絵
巻
物
全
集
５
』
―
―
土
佐
年
譜

（昭
五
四
・
八

集
英
社
）

（１０
）

土
佐
光
信
が
刑
部
大
輔
に
補
任
し
た
の
は
明
応
五
年

（
一
四
九
六
〉
一
二
月
で

あ
る
。
宗
祗
庵
で
の
人
麿
新
図
供
養
が
行
わ
れ
た
延
徳
三
年

（
一
四
九

一
）
三
月
二

一
日
に
は
ま
だ
刑
部
少
輔
で
あ
る
。
従
っ
て
当
記
録
は
延
徳
三
年
三
月
二
一
日
以
降

の
写
し
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。

（ｎ
）
　
「公
卿
補
任
」
延
徳
三
年
の
項
に
は

「従
二
位
松
木
宗
綱
四
十
七
　
正
月
十
五

日
叙
正
三
位

・
正
三
位
三
条
西
実
隆
三
十
七
　
侍
従

。
権
中
納
言
正
二
位
滋
野
井
教

国
五
十
七
・
正
三
位
冷
泉
政
為
四
十
七
　
月
日
民
部
卿

・
正
三
位
姉
小
路
基
綱
五
十

一
」
と
あ
る
。

（・２
）

は
の
ぼ
の
と
あ
か
し
の
う
ら
の
あ
さ
ぎ
り
に
し
ま
が
く
れ
ゆ
く
舟
を
し
ぞ
思
ふ

こ
の
う
た
は
あ
る
人
の
い
は
く
、
か
き
の
も
と
の
人
ま
ろ
が
う
た
也
　
（古
今
和

歌
集
４０９
）

柿
本
朝
臣
人
麿
、
石
見
国
よ
り
妻
に
別
れ
て
上
り
来
る
時
の
歌
二
首
井
に
短
歌

石
見
の
海
角
の
浦
廻
を
　
浦
な
し
と
人
こ
そ
見
ら
め
　
潟
な
し
と
幹
雄
い
導
人
こ
そ

観
御
酔

爾
錬
し
ゑ
や
し
浦
は
無
く
と
も
　
よ
し
ゑ
や
し
潟
は

ふ一醸
厳
無
く
と
も

た
ご
の
浦
の
花
を
み
侍
り
て
　
柿
本
人
麿

た
ご
の
浦
の
底
さ
へ
匂
ふ
藤
浪
を
か
ざ
し
て
ゆ
か
む
見
ぬ
人
の
た
め
　
（拾
遺
和
歌

集
８８
）題

し
ら
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
麿

こ
の
ご
ろ
の
あ
か
つ
き
露
に
我
が
宿
の
萩
の
下
葉
は
色
づ
き
に
け
り
　
（拾
遺
和
歌

集
‐１１８
）

春
の
あ
し
た
吉
野
の
桜
は
人
丸
が
日
に
は
雲
か
と
の
み
な
む
覚
え
け
る
　
（古
今
和

歌
集
序
）
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（・３
）
　
『
増
訂
古
画
備
考
』
三
三
―
―
土
佐
派

・
土
佐
光
信
朝
臣

（明
治
三
八
。
一
一

第

一
法
現
出
版
）

（・４
）
　
『
扶
桑
名
画
伝
』
巻
二
三
　
四
位
　
刑
部
大
輔
　
光
信
朝
臣

（明
治
三
二
・
二

哲
学
書
院
）

（・５
）

本
稿
土
佐
光
信
和
歌
・
連
歌
活
動

一
覧
表
参
照
。

（・６
Ｘ
・７
Ｘ
・８
Ｘ
・９
×
２０
×
２．
×
２２
×
２３
×
２４
×
２５
×
２６
×
２７
）

注
（１５
）
に
同
じ
。

（２８
）

本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
コ
一水
記
』
永
正
一
六
。
四
。
二
五
、同

一
七
・
七
・
二

五
の
条
は
鶴
崎
裕
雄
氏

・
湯
川
敏
治
氏

（中
世
公
家
日
記
研
究
会
会
員
）
の
ご
厚
意

に
よ
り
、
内
閣
文
庫
所
蔵

・
鷲
尾
隆
康
自
筆
本
コ
ピ
ー
を
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

（２９
）
　
『地
下
家
伝
』
二
十

（日
本
古
典
文
学
全
集
の
内
）

（３０
）

『
日
本
美
術
画
家
詳
伝
』
他
―
―
土
佐
光
信

（大
正
七
・
九
　
日
本
美
術
鑑
賞

会
）

（３．
）

注
（３
）
に
同
じ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヽ

翁慨一剛哺軒靴れな
（永れ杵菫潮十、十一、日を（十、思い詢詰測ｒ型『れ̈
社赫ほ舞勧朔

れ
る
）
を
も
っ
て
記
し
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

（３３
）

注
（３０
）
に
同
じ
。

〔付
記
〕

小
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
、
資
料
面
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
　
陽
明
文
庫

。
名
和
修

氏
、
大
阪
天
満
宮
。
大
町
文
生
氏
に
対
し
心
よ
り
深
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

―
―
本
学
研
究
生
―
―

徳
川
黎
明
会
叢
書
　
全
十
三
冊

尾
張
徳
川
家
に
伝
来
し
た
、
未
公
開
資
料
四
十
万
点
余
か
ら
精
選
し
た
国

文
学
関
係
の
資
料
を
複
製
し
て
出
版
。
大
半
の
資
料
が
、
今
回
初
め
て
公
開

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
貴
重
な
内
容
で
あ
る
。

一　
和
歌
篇

「私
歌
集

・
歌
合
」
　

（第

一
回
配
本
中
）。
以
下
、
二
　
古

筆
手
鑑
篇

「逢
左

・
霜
の
あ
り
葉

・
八
雲
」
、
　

三
　
和
歌
篇

「古
今
和
歌

集
」、　
四
　
古
筆
手
鑑
篇

「藁
叢

・
桃
江

・
文
車
」
な
ど
。
年
四
回
配
本
。

最
後
に
和
歌
索
引
を
別
冊
に
す
る
。

徳
川
義
宣

・
久
保
木
哲
夫

。
杉
谷
寿
郎

。
伊
井
春
樹
篇
。

（Ａ
５
版
　
思

文
閣
出
版
　
一
冊
平
均
定
価
　
一
一
一〇
〇
〇
円
）

近
松
全
集
　
全
十
七
巻

二
十
余
年
の
準
備
期
間
を
経
て
、
刊
行
が
開
始
さ
れ
た
近
松
全
集
の
決
定

版
。
最
善
本
を
底
本
と
し
、
厳
密
な
る
校
訂
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
本
政
と

共
に
、
曲
節

・
表
記
等
も
考
慮
し
て
写
真
版
を
併
せ
掲
出
す
る
。

第

一
巻
々
十
三
巻
　
浄
瑠
璃
篇
、
第
十
四
巻
―
十
六
巻
　
歌
舞
伎
篇
、
第

十
七
巻
　
資
料
篇

（現
在
ま
で
に
、
第

一
巻

。
第
四
巻
が
刊
行
）

近
松
全
集
刊
行
会

（秋
本
鈴
史

。
井
口
洋

・
内
山
美
樹
子

。
大
橋
正
叔

・

信
多
純

一
・
土
田
衛

・
鳥
越
文
蔵

。
長
友
千
代
治

。
丸
西
美
千
男

ｏ
安
田
富

責
子

・
山
根
為
雄

・
横
山
正
）
編
。

（菊
版
　
岩
波
書
店
　
予
定
定
価
　
一

冊
八
〇
〇
〇
円
―

一
二
〇
〇
〇
円
）
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